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１． はじめに 

有明海は九州の西岸に位置する日本最大級の内湾
で,福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県の 4 県に囲まれ
ている.また,日本一大きな潮汐の干満差が生じる海
域であることが知られている 1).1956 年から 2019 年
までの熊本県のアサリ漁獲量と緑川ダムの堆砂量を
図 1 に示す.かつては 6.5 万トン程度の漁獲量があっ
たアサリは,その後急激に減少し,平成に入る 1989 年
頃には 1 万トンを切り,現在は 5000 トン以下にまで
落ち込んでいる. 

 
図 1 緑川ダムの堆砂量と熊本県アサリ漁獲量の関係 5)6) 

 
アサリ漁獲量の減少の要因の一つとして,ダムにおけ
る堆砂によって,干潟への砂利の供給量が減少してい
ることが考えられる.この影響によって，干潟への自
然作用による砂利の流入量が大きく減少している.こ
のため元来，砂泥であった干潟が泥分率の高い泥干潟
に変化してきているのが現状である.ヘドロが堆積し
ている場合は,アサリなどの幼生が着床しても生育で
きない環境になっているため,二枚貝類が生息できな
い状態となり,干潟の泥質改善が求められる 2).細粒
分が 20%を超える場合や,COD が 10mg/g を超える場
合では,それらの項目を対象として底質の改善を行う
ことが必要と判断される 3).本研究室では泥質浄化効
果が期待されているフルボ酸鉄シリカ資材に着目し
た.フルボ酸鉄シリカ資材は環境改善に不可欠なフル
ボ酸鉄を多く含む.主原料は,木クズ・下水汚泥・食品
腐敗物等のリサイクル原料の発酵処理品とシリカ・鉄
からなる添加物である.これらを混合し,人工的に容
易に,安価に製造できる 2).このフルボ酸鉄シリカ資
材の投入による泥干潟の泥質改善および貝類の回復
状況について考察を行う. 
 
２． フルボ酸鉄シリカ資材 
フルボ酸鉄は,可溶化した鉄と森林や湿地帯で生産

された天然有機物のフルボ酸と錯形成したものであ
る.溶存鉄は植物プランクトンや海藻の成長には二価
の鉄が必要であるが,自然水中では酸素によりすぐさ

ま三価の鉄に変化してしまう.しかし,森林や湿地帯
で生産された天然有機物が,その鉄と錯形成すること 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

写真 1 フルボ酸鉄シリカ資材 
(袋は生分解性のものを使用) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 施工区資材設置地点およびコドラート・篩 

 
により,安定な水溶性を示すといわれている 4).現在
は,ダム等の構造物が途中に建設され,砂だけでなく
これらの物質が同時にせき止められることで,自然の
循環が絶たれた状況となっている.本研究室では,フ
ルボ酸鉄シリカを人工的に合成し,これを干潟に戻す
ことで,干潟を再生し,二枚貝が生息できる場を取り
戻すことを目指して研究開発を行っている. 
 
３． 研究目的 
1)熊本港干潟において,フルボ酸鉄シリカ資材を用い
た干潟の浄化を行うことで泥分率が改善できるのか
確認する. 
2)熊本港干潟において,資材投入により二枚貝の生息
量が増加するのかを確認する. 
 
４． 研究手法 
本研究では熊本港干潟において資材を図 2 のよう

に施工し,資材を投入しない対照区との比較を通し,
干潟を改善し二枚貝の生息量の増加を目指している.
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第 1 施工区に 2018 年 7 月資材を 50 袋(写真 1),2019
年 10 月に当初の 2 倍の密度となる 100 袋施工してい
る.第 2施工区には 2019年 1月に 27袋施工している.
コドラート調査では底生成物の現在量を把握し
た.0.5m×0.5m のコドラートを設置し,コドラート内
に生息している生物を採取し,4.75 ㎜の篩にかけ,篩
に残った生物を採取した.第 1施工区から 5地点,第 2
施工区から 2 地点,対照区から 1 地点でコアサンプラ
ーを用いて採泥を行った.この採取した底泥は,表層
から 2.5cmまでを表層とし,2.5cm～5.0cmに切り分け,
泥分率試験(粒径 75 ㎛未満の粒子の質量構成率),強
熱減量試験（IL）(JIS A1226),含水比試験(JIS A1203)
の実験を行った. 
 

５． 結果および考察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 施工区と対照区の泥分率の比較 

 
図 3 は 2018 年 7 月から 2021 年 12 月までの施工区

と対照区の泥分率の変化を表したものである.図 3 よ
り対照区は泥分率が高い傾向にあるが,施工区では資
材投入直後から泥分率の低下が見られる.これにより
フルボ酸鉄シリカ資材を投入することで,泥質改善効
果が得られることが分かった.また,50 袋投入した時
よりも,100 袋投入した時の方が泥分率の回復が見ら
れたため,密度の大きな方がより良い効果を得られる
ことが考えられる. 

図 4 はコドラート調査による施工区別の二枚貝の
採取個数を表している.アサリ,ハマグリ,シオフキの
どれを見ても,施工区の方が多くの個体を確認するこ
とが出来た.このことからフルボ酸鉄シリカ資材によ
り泥質改善を行いつつ,栄養分となる二価の鉄を供給
することで二枚貝の生息が増加することが確認でき
た. 
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図 4 施工区別二枚貝の採取個数 
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